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考察 ｢絵画製作｣ 3
- しなやかな造形活動を求めて-
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道具として持ってたたいた り,素手の掌の平でたたいた り,指先でたたいた り等,その物に
よる適当なたたき方によって,個有の音になっていると言える｡こうした音の違いは,自ら























り,ロボット作 りや舟作 りは,その過程の一部に釘 うちという動作があるに過ぎないOそう


















































































































うである｡(前出 10. うめる の項参照)








































｢はる｣ことは,そこに何らかの目的意識があることは前にも述べたが,物 の上 に ｢は
る｣ことによって,その物を隠すことも,そうした目的のひとつであろう｡ダンボ-ルの味
気ない表面や目ざわりな広告は,別のお気に入りの紙をはって隠すことによって,新しいも
のとして生れ変ることになる｡ゴミ箱作りから始まって,ダンボ-ルとダンボ-ルを高く積
んではってビルにしたり,長くつなげてはって基地にしたりして,そのダンボ-ルに紙をは
ったり,色を塗ったり,線を引いたりと ｢はる｣ことから始まる活動も大きな展開を見るこ
とができるであろう｡(1985.1.10)
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